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日本語を母語とする人が、日本語を声に出して読むこと、文章を音声
で表現することがなぜ難しいのか、疑問を持つ人が少なくないかもしれ
ない。しかし、放送の仕事などで実際に“読むこと”“語ること”に取
り組んでみると、それが決して容易でないことは多くの人が痛感すると
ころである。
その難しさはいったい何に由来するのか、この小文では主として放送
番組などで日本語を声に出して読むこと、語ることについて考えてみた
い。
朗読とナレーション
放送の仕事の中での読むこと、語ることはニュースやお知らせなどを
別にすると「ナレーション」と「朗読」に大別される。
映像や音響効果と協働して音声表現を担っていくテレビ番組の「ナ
レーション」に対して、「朗読」は、基本的には音声表現だけで作品を
創り上げるもの、耳で聴いて味わう作品を声だけで担っていくものであ
る。
通常、ドキュメンタリー番組などでは、まず映像が多くの情報を伝え
る。音響効果としての音楽や効果音が、番組の構成・組み立てを、より
明確にする働きをし、同時に映像や音声による情報を、文字通り効果的
に伝える役割を果す。この映像や音響効果に支えられながら、音声のこ
とばで、必要な情報や番組のメッセージなどを伝えていくのが、番組ナ
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レーションの役割である。この、映像や音響効果と共に番組を創り上げ
ていく「ナレーション」（語り）にも、もちろん特有の難しさがあるが、
映像や音響効果の存在は、音声表現を担う語り手にとって極めて心強い
ものである。
一方、「朗読」は、今では映像や音楽などを伴う場合も少なくないが、
本来は、声だけが唯一の表現手段である。声の表現にすべてがかかって
くる朗読は、自らの音声だけで、時間の流れとしての作品を創り上げる
ことのできるクリエイティヴな行為だと言うこともできるだろう。
ここに、朗読の面白さがあり、また難しさもある。声の力、豊かな表
現力がなければ、それは、単なる文字の音声化に終わってしまう。しか
し、作品を読み込む力、作品への深い思い、声の表現力などが結集でき
れば、みごとな朗読作品を創り上げることもできるはずである。読み手
の力にすべてがかかってくるという意味で、朗読は難しく、しかし、そ
れだからこそ、やりがいもある。今、その魅力にとりつかれる人が増え
ているのもそのあたりに理由があると思われる。
朗読の今
『朗読』という日本語が、今日のように“文芸作品などを音声を用い
て表現する”という意味で用いられるようになったのは、それほど古い
ことではないという。築地小劇場の時代から、長い間、舞台女優として
活躍し、朗読者としても豊かな経験を積み重ねた山本安英は、『朗読』
ということばについて「１９２５年に NHKがラジオ放送を開始して、しば
らく経ってから人々の耳に馴染んでいったように思います。」とその著
書の中で回想し、さらに「日本では主としてラジオ放送のなかでしだい
に確立されてきたもののように思います。」と書いている。
ヨーロッパでは、小さなホールなどで詩や小説などを朗読することが、
一つの芸術ジャンルとして確立しているというが、日本で、このような
聴き手を前にした「ライブ朗読」が盛んに行われるようになったのは、
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ごく最近のことである。
朗読ブームとも言われる現在、ホールや小劇場、さらに、よりカジュ
アルな空間などで朗読会が数多く開かれ、熱心な聴き手を集めている。
また、朗読を学びたいという意欲的な“アマチュア”も急激にその数を
増しているといわれる。今や日本でも、「朗読」が一つの芸術ジャンル
として確立する素地ができつつあるとも言えそうである。
朗読への関心が高まり、少なからぬ人々がさまざまな試みや挑戦を行
ってはいるものの、朗読とは何か、どう読むかが論じられる機会は、今
でも極めて少ない。活発な朗読論や朗読方法論が、またれるところであ
る。
一度だけの耳で聴く作品
いうまでもなく、朗読作品は、目で読む作品ではなく、耳で聴く作品
である。聴き手は、ただ一度きりの音声表現によって、作品の一字一句
を受けとめなければならない。まずこの制

約

を制約として感じさせない
表現が、朗読者には求められる。つまり、一度聴いただけで耳にすべて
が届き、内容がごく自然に耳に入ってくる音声表現である。
通常の読書であれば、自分の自由なペースで読み進むことも、また前
へさかのぼって読み返すこともできる。しかし、朗読の場合は、作品は、
読み手のペースでただ一回しか読まれない。一つ一つのことばやセンテ
ンスは、音声化される端から、瞬時に消えていく。その一瞬一瞬に、そ
れらを聴きとり、想像力を働かせ、聴き手が作品の世界へ、ごく自然に
入っていくことのできる朗読が理想だといえる。少しでも聴きとりにく
いところがあったり、聴き手の側に何らかの引っかかりや疑問が生じる
ことがあるとすれば、それは作品世界へ入っていくための大きな妨げと
なる。それらに捉われているうちに聴き手の集中力は途切れ、朗読は先
へと進み、聴き手は置き去りにされてしまう。
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「山」と「谷」を読み分ける
作品の一字一句が聴き手の耳に明瞭にしっかり聴こえさえすればよい
かというと、必ずしもそうではない。一字一句がすべて強調され、すべ
てのことばが立ってしまうと、結局、どのことばも、どの部分も立たな
い読み方、つまり、伝えたいことが的確に伝わらない朗読になってしま
うからである。
しっかりと伝わるべき鍵・キーとなる部分（山）はしっかり聞こえ、
すっと聞こえてほしいところ（谷）はすっと聞こえる。そういう「山」
や「谷」があってこそ、内容は、より明確に伝わるものである。それゆ
え、「谷」をつくることによって「山」を際立たせることが大事なポイ
ントになる。このとき、どこを「山」にし、どこを「谷」にしていくか、
どこをどう読み分けていくかは、朗読の重要な課題の一つである。
「淡々と読む」という表現がしばしば用いられるが、いくつものセン
テンスが連らなっている作品を、ただ端から順に、「淡々と」読んでい
くだけでは、表現の手段が声だけの朗読は、どうしても平板、単調にな
りがちである。平板にならないように、単調に陥らないようにというこ
とが、実は朗読者が何より頭を悩ませる問題である。耳で聴く朗読作品
には、まず、聴き手に忍耐を強いない表現が必要であり、朗読者は、常
に豊かな表現の工夫、表現のバリエーションを模索し、そのための試行
錯誤を重ねているわけである。
作品の構図を声で組み立てる
「朗読」とは、作品から作者の意図を読みとり、作者の意図通りに、
その作品を、過不足なく音声で表現することである。
作者の意図をどう読みとるか、作品をどう解釈するかは、むろん朗読
者や朗読演出者一人一人の解釈、読解力、感性にかかってくる。
作者の意図を読みとるためには、まず何の先入観もなく、まっ更な気
持で作品と向きあうことから始めたい。こうして何回か黙読をくり返し、
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文章を読み込んでいくうちに、作者の意図した、作品の「構図」・「組み
立て」がしだいにはっきりと見えてくることが少なくない。その「構図」
を耳で聴きとることのできる朗読、立体的な声の組み立てをもつ朗読が、
私たちのめざす朗読である。
意味を伝える決め手はイントネーション
めざすべき朗読の如何にかかわらず、まず何をおいても、文章の意味
を、その意味通りに声で伝えることができなくては、朗読によって聴き
手を作品世界へ導くことは不可能である。
日本語の場合、意味を伝えるための決め手となるのは、何より「音の
高低」であり、中でも特に重要なのがイントネーションである。
アクセントとは一つの単語をつくっている一音一音の高低のことだ
が、ここでいうイントネーションというのは、いくつかのことばの連続
やセンテンス全体の中で、文意を伝えるための、音の高低・抑揚をさす。
センテンスの文末の音の上げ下げ、例えば疑問を表すときには文末を
上げ、平叙文では文末を下げるという場合の、文末の上げ下げのことを、
イントネーションということもあるが、ここでは、もっと広い意味でイ
ントネーションという語を使っている。このイントネーションが、意味
を伝えるためにきわめて重要なものなのである。
１９７５年、学習院大学教授（ドイツ演劇）の岩淵達治氏が、ある新聞に
次のような文章を書いた。
「NHKのアナウンサーは、発音はまぎれもなく美しい標準語だが、正
確に報道するという意識が先行するせいか、自然なイントネーションが
壊されているのではないか」
というもので、この時、岩淵氏が例に挙げたのが、
「緊急の措置をとる必要があると言っています」
というセンテンスであった。
この時以来、NHKのアナウンサーは、この「緊急の……」という例
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文と向きあいながら、イントネーションについて、あらためて考えてい
くことになったわけである。
基本的なイントネーション
日本語の共通語では、あることばが次のことばにかかるとき、特に次
のことばを強

調
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す
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る
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場
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合

で

な

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
か

ぎ

り

、前のことばの方が、後のことば
より音が高くなる。
「緊急の……」の文を例にとると、まず「緊急の措置」では、「緊急の」
の方が「措置」より音が高く、「措置をとる」では「措置を」の方が「と
る」より音が高くなる。同様に「とる」→「必要」、「必要が」→「ある」、
「あると」→「言っています」と、それぞれ前が高く、後が低くなるた
め、結局は、「緊急の」から「言っています」まで順次、音が下がって
いくことになる。
このような、順に後へ後へとことばがかかっていく文では、その中に、
特に強調したいことばがないかぎり、この、しだいに音が下がるイント
ネーションが基本である。つまり、ひとつながりの意味のかたまり（意
味句）は、一つのこの型のイントネーションで読むのが基本であり、同
時に一つの意味のかたまりは、一つの息で読むこともまた、もう一つの
基本である。
ところが、この例文を読むときに、例えば途中の「とる」で音が下が
り切ってしまうと、つぎの「必要が」で音を上げざるを得なくなり、「必
要が」が無意味に強調されてしまったり、そこにフシのような不自然な
抑揚が生じたりして、文意が伝わりにくくなる。従って意味をきちんと
伝えるためには、文頭の「緊急の」で十分高く読みだすか、あるいは、
音の下げ方をゆるやかにして、途中で音が下がり切らないようにしなけ
ればならない。
古文の場合は、フシで読むことが少なくないが、現代文を読むために
は、フシにならないこの自然なイントネーションが、意味内容を伝える
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ための重要なポイントになるわけである。
センテンス同士の関係を読み分ける
一つ一つのセンテンスを、それぞれ文意通りのイントネーションで読
むことができたとしても、文章は、通常、まとまったひとつの内容を、
いくつかのセンテンスによって伝えるものであるから、一つ一つのセン
テンスがバラバラに聴こえてくるのでは、まとまった内容を的確に伝え
ることはできない。
そのいくつものセンテンスが、どう組み立てられているのか、それぞ
れのセンテンスの役割や互いの関係を見極めた上で、それを声で表現す
ることが必要である。
例えば、前のセンテンスを次のセンテンスが受けているのか。二つの
センテンスは主と従の関係にあるのか、並立しているのか。あるいは、
一つのセンテンスだけで、独立しているのかなど、センテンスそれぞれ
の役割やセンテンス同士の関わり方を声で表現すること、これが文章の
組み立てを声で表現する第一歩である。
いずれにしても、少なくとも、ひとつのまとまった内容を表現する「段
落」などを単位にして、このようなプロセスを経たうえで、つぎには、
段落と段落の関係を表現するという具合に、だんだんに作品全体を声で
組み立てて、一つの朗読作品として完成させていくわけである。
そのためには、センテンスの出だしの音の高さ、前後のセンテンスと
ま
の間、センテンスやことばの緩急（テンポのちがい）、イントネーショ
ンの微妙なバリエーションなど、さまざまな表現のテクニックを組み合
わせ、使い分けて、作品が作者の意図通りに伝わるように工夫すること
が、実際には大きな課題となる。
音楽の演奏者が、こ

う

演奏したいと思うことを、そ

う

演奏できるよう
になるために、大変な練習や努力が必要なように、こ

う

聴こえてほしい
という朗読作品を創り上げるのにもまた、相応のトレーニングやさまざ
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まな積み重ねが必要なことは言うまでもない。
現代口語文を音声化する難しさ
日本語を読むこと・音声化することが難しいもう一つの理由に、欧米
語と比べても、書きことばと話しことばの違いが大きいことによるもの
がある。
ここ何年か、若い作家の中に新しい言文一致文体が生れつつあるとも
いわれるが、今でも多くの場合、言文が一致していないのが日本語の特
徴であるといわれている。例の明治時代の二葉亭四迷、山田美妙、尾崎
紅葉らの言文一致運動は完成しないまま、欧米文化をとり入れるための
翻訳の際に大きな役割を果たしてきた新たな文体が形づくられ、現代口
語文とよばれる書きことばが、でき上ってきたわけである。現代口語文
は論理の筋道を表わすため、いくつもの意味句が連なった、こみいった
構造をもつ文体が少なくない。この、文脈の複雑な長いセンテンスを、
耳で聞いてわかるように読むには、日常の話しことばの息づかいを越え
た、文の意味構造に合わせた息づかいが必要になる。
通常の話しことばでは、一息はせいぜい２、３秒で、長くても、めっ
たに５秒は越えないが、現代口語文の複雑な構造を持った文体の中には、
一息を７秒以上、保たなければならないものも少なくない。
読み手の自然な生理に合わない文体ゆえの、音声化の難しさが、ここ
にまたひとつあるわけである。
以上述べてきたことは、主に声を出して読むこと、音声化の難しさの
うちの、ごく基本的なもののみであるが、実際に朗読する場面では、こ
の先に乗り越えるべき課題が数え切れないほどある。助詞の長さひとつ
ま
で何週間も悩んだり、ひとつの「間」で苦しんだりすることもある。自
然な息づかい、テンポの緩急、その他、技術的な問題のどれもが、それ
ぞれ容易にはコントロールできないが、最大の課題は、何より、作品か
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ら作者の意図をどう読みとるか、さらに作者の意図通りの過不足のない
音声表現とは何かを見定めることであろう。どれだけ深く作品を読むこ
とができるかには、朗読者の人間そのもの、ものの見方、考え方、感じ
方など、朗読者自身のすべてが関わってくる。朗読という表現の中に、
おのず
それが自から表われてしまうことを、朗読者は常に、肝に銘じたい。
演技などについて「思えば出る」といったのは、俳優であり、演出家
であった宇野重吉であるが、思ったことが表現されるためには、それを
可能にする技術が必要だ。思っただけで自然に表現できるわけではない。
そしてさらに技術を磨くだけでなく、なにより思

わ

な

く

て

は

な

ら

な

い

。
作品をできるだけ深く読み、深く思わなくてはならない。その結果の「思
えば出る」であるということを常に心にとめておきたい。
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